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別 紙 ３ 

平成２３年度北海道大学情報基盤センター共同研究成果報告書 

 
 １．研究領域番号  Ａ５ デジタルコンテンツ 
 
 ２．研究 課 題名  OCW映像コンテンツを利用したモバイルラーニング 
 
 ３．研 究 期 間  平成２３年４月２７日 ～ 平成２４年３月３１日 
 
 ４．研究代表者 

氏   名 所属機関・部局名 職  名 備  考 

福原 美三 明治大学・研究・知財戦略機構 特任教授  

 
 ５．研究分担者 

氏   名 所属機関・部局名 職  名 備  考 

合川 正幸 北海道大学・原子核反応データベース研究

開発センター 教授  

三谷 正信 千歳科学技術大学 教授  

野坂 政司 北海道大学・情報基盤センター 教授  

布施 泉 北海道大学・情報基盤センター 教授  

岡部 成玄 北海道大学・情報基盤センター 教授  

 
 ６．共同研究の成果 

OCW は，高等教育における講義資料等をインタネット上で無償公開するもので，2001 年，MIT
により提唱され，現在，46 の国及び地域，202 の大学（日本：24 大学）が活動を行っている。 

ここ数年，iPhone を始めとするスマートフォンや iPad 等のモバイル機器が普及し，さまざまな

サービスが提供されてきている。とくに，映像コンテンツの利用が進んできており，電子書籍等と

組み合わせた，様々な形でのオープンエデュケーションの活動が展開されてきている。OCW にお

いても，独自に，あるいは，iTunes などのグローバルなプラットフォームを利用して映像コンテン

ツの提供を進めている。 
このような状況をふまえ，本共同研究においては，モバイルラーニング及びオープンエデュケー

ションについて，先進的な取り組みを行っている大学で，それを担っている研究者を，ワークショ

ップの講師として招聘するとともに，JOCW 及び北海道大学情報基盤センター等と協力・連携して，

講演会等を通じ，国際的動向について，調査・分析を行った。また，iPad 等のスマートデバイスで

の教育コンテンツの提供とその学習効果について，医療教育，情報倫理教育等の教育実践をふまえ，

分析・検討を行った。教育学習支援システムと連携したプラットフォームの構築・改良についても

検討を行った。 
 
ワークショップの開催 

 以下の通り，2012年 3月 13日と 16日にワークショップを開催した。 

 

第 1回 3月 13日（火）13 時－18時 情報基盤センター南館２階２０８室 

スマートフォンや iPad 等のタブレット端末等のスマートデバイスの活用に積極的に取り組んで

いる青山学院大学社会情報学部から伊藤一成氏を招聘し，「スマートデバイスを用いた学習支援」に 
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（研究成果のつづき） 
ついて話題提供いただいた。さらに，他の参加者から，OCW（オープンコースウェア），教育コン

テンツの開発とそれを活用した教育実践について報告がなされた。とくに，スマートデバイスの利

用，ソーシャルメディアの利用とこれらの活用による学習効果について，報告をふまえ，討論を行

い，今後の教育研究活動と共同研究の展開について意見交換を行った。研究のみならず，大学にお

ける教育用情報環境及び OCW をはじめとする教育コンテンツの提供と活用の今後のあり方の検討

にも，大いに資するものであった。 

 

第２回 3月 16日（火）13 時－18時 情報基盤センター南館２階２０８室 

東京大学は，日本における OCW の立ち上げに関わり，また，全学的な教育環境の再構築を進め

る TREE プロジェクトを立ち上げ，OCW に加え，東京 TV を提供し，iTunes といったグローバル

プラットフォームに早い時期から参入するなど，オープンエデュケーションに積極的に取り組んで

いる。その活動を中心的に担っている東京大学総合教育研究センターから重田勝介氏を招聘し，「オ

ープンエデュケーションの現在と未来」について話題提供いただいた。とくに，オープンエデュケ

ーションと電子教科書等の教育コンテンツをめぐる動向について，意見交換を行った。大学教育の

情報化・オープン化について教育研究を進める上で，大変有益であった。 
 
JOCW 及び北海道大学情報基盤センター等と協力・連携して，以下の講演会及び国際会議等の機会

に本共同研究に関わる国際的動向について，情報収集及び調査・分析を進めた。 

・ Kim Hyeon Cheol（韓国高麗大学）「Smart learning, Smart Campus」2011 年 7月 25日 

・ Asia Regional OpenCourseWare and Open Education Conference 2011 (AROOC 2011), Meiji 
University, Tokyo, November 7-8, 2011. 

・ 宮川繁（米国 MIT）「オープンコースウェアとオープンエデュケーション」2012 年 1月 19日 

・ Gerard Hanley（米国カリフォルニア州立大学，MELROT 代表）「Innovations and Issues in Library 

and OER Services and Collections」2012 年 2月 10日 

韓国の大学におけるスマートデバイスの活用については，Kim 氏から紹介いただき，中国における

教育公開コンテンツの利用については，北大 OCW の孫氏の協力の下，調査・分析を行った。宮川氏

からは，米国 MITにおいて，2012年春から提供予定とされるオンライン・ラーニング・イニシアテ

ィブ MITx 等，オープンエデュケーションの最近の国際的動向について紹介いただいた。Hanley氏

からは，世界最大規模のオープンエデュケーション活動 MELROTについて紹介いただいた。 
 
 
このように，本共同研究では OCW で公開している映像コンテンツの利用を中心に，モバイルラ

ーニング及びオープンエデュケーションについて調査・分析を行い，プラットフォーム及び学習公

開についても調査・研究を行った。 
本研究の成果については，今後，関連する学会・研究会等で報告する予定である。 

 
 
 
 
 
 
 

 


